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コ
ロ
ナ
収
束
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
中
、支
部
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
蔭
で
4
月
18
日
に
滞
り
な

く
東
京
支
部
総
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。議
決
権

行
使
書
1
0
7
部
と
支
部
委
員
13
名
の
出
席
で
、議
案
1

〜
5
号
が
承
認
さ
れ
、2
0
2
1
年
度
の
支
部
活
動
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、奨
学
金
事
業
、『
と
も
し
び
』
70
号
、
71
号
の

発
行
以
外
に
講
演
会
等
を
企
画
致
し
て
お
り
ま
す
。6
月

19
日
に
は
進
士
会
員
に
よ
る「
Ａ
Ｉ
社
会
」と
い
う
題
の
オ

ン
ラ
イ
ン
講
演
会
を
好
評
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。9
月
12
日
に
は
、2
0
1
9
年
度
本
部
国
内
奨
学

生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
会
を
行
う
予
定
で
す
。コ
ロ
ナ
感

染
の
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、11
月
に
は
で
き
れ
ば
対
面
で

の
講
演
会
と
懇
親
会
を
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、是
非
ご
参
加
下
さ
い
。ま
た
、

中
山
正
子
支
部
委
員
に
よ
る
4
回
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
練
習
会
は
、

参
加
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、よ
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
様
々
な
新
た
な
課
題
も
浮
上
致

し
ま
し
た
。職
種
や
雇
用
形
態
に
よ
る
格
差
、不
平
等
も
問

題
で
す
。ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
イ
ン
ド
の
経
済
学
者
、ア
マ

ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
は
、人
間
社
会
は
多
様
で
不
平
等
で
あ
る

か
ら
こ
そ
何
ら
か
の
次
元
で
平
等
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い

と
主
張
し
て
い
ま
す
。セ
ン
は
、不
平
等
な
ど
を
測
る
に
は
、

所
得
等
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、よ
り
総
合
的
な
人
の

生
き
る
た
め
の
能
力
、ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ（capability

）

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す（
絵
所
他『
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン

の
世
界
』晃
洋
書
房
）。セ
ン
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、男
女
格
差
と
い
う
不
平
等
に
も
適
用
で
き
ま

す
。多
く
の
日
本
の
女
性
は
、男
性
と
同
等
の
社
会
参
加
と

い
う
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、日
本

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
数
の
低
さ
で
も
明
ら
か
で
す
。『
と
も
し

び
』71
号
で
は
、特
集
と
し
て
再
び「
男
女
格
差
」を
取
り
上

げ
る
予
定
で
す
。今
回
は
日
本
の
制
度
の
問
題
や
世
界
の

他
国
と
の
比
較
な
ど
、広
い
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
捉
え

昨
10
月
開
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
に
見
え
て
き
た
教
育
の
本
質
」で
は
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
下
、対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

併
用
に
よ
る
開
催
は
初
め
て
で
し
た
の
で
、不
行

き
届
き
の
面
が
多
々
生
じ
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
し
た
。こ
の
11
月
14
日（
日
）に
開
催
す
る
全
国

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、前
回
の
経
験
を
活
か
し
ス
ム
ー

ズ
な
進
行
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。昨

年
同
様
に
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
開
催
、対

面
参
加
の
会
場
は
、Ｊ
Ｒ
神
田
駅
前
の「
エ
ッ
サ

ム
神
田
ホ
ー
ル
１
号
館
」で
す
。是
非
の
ご
参
加

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

教
育
の
本
懐
を
問
う
た
中
村
桂
子
氏
に
よ
る

昨
年
の
基
調
講
演
や
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
の
現

場
の
報
告
発
表
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
方
向
性
に

鑑
み
、今
秋
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
の
サ
ブ
テ
ー
マ
を
、

「
コ
ロ
ナ
後
の
共
生
社
会
を
支
え
る
教
育
」と
し

ま
し
た
。長
期
に
亘
り
不
確
実
な
様
相
を
呈
し
て

い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、特
に
ケ
ア
労
働
や
非

正
規
労
働
に
従
事
す
る
割
合
の
多
い
女
性
に
負

担
を
掛
け
、悲
惨
な
現
状
を
呈
し
、コ
ロ
ナ
以
前

か
ら
問
わ
れ
て
い
た
新
自
由
主
義
経
済
の
功
罪

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。ま
た
経
済
の
悪
化
は
、

支
部
長  

長
谷
川
瑞
穂

困
窮
す
る
学
生
や
大
学
経
営
な
ど
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。さ
ら
に
は
、デ
ジ
タ
ル
化
の
功
罪
が
未

知
数
で
あ
る
中
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
も

前
倒
し
で
本
格
発
動
さ
れ
、今
後
日
本
の
教
育

が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
動
き
が
始
ま
り
ま
し

た
。そ
の
同
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
し
っ
か

り
と
日
常
の
実
態
を
把
握
し
、諸
事
実
か
ら
得

た
知
恵
を
次
世
代
に
伝
え
る
任
務
を
背
負
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
実
態
を
探
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
、前
回
に
引
き
続
き
第
２

回
目
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、再

び
の
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

東
京
支
部
は
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
発
足
以
来
、２
０
１

２
年
の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
と
い
う
大
き

な
節
目
も
共
に
乗
り
越
え
、ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の

貢
献
と
優
れ
た
人
材
を
内
包
す
る
コ
ア
支
部
と

し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。な
ぜ
日
本
の
Ｇ
Ｇ

Ｉ
が
１
２
０
位
な
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
今
こ

そ
、共
益
の
み
な
ら
ず
公
益
に
資
す
る
女
性
団

体
と
し
て
、本
来
の
学
び
を
社
会
に
還
元
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

2
0
2
1
年
度
の
東
京
支
部
活
動

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。多
く
の
支
部

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
御
寄
稿
を
お
待
ち
致
し

て
お
り
ま
す
。

コロナ禍の
先を見据えて

企画担当副会長 城倉純子
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◎新たな企画は、随時お知らせします。

　

２
０
２
１
年
５
月
２３
日
に
開
か
れ
た
第
１０

回
定
時
会
員
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
理
事
・
監
事
５
名
の
出
席
と
、

他
の
正
会
員
は
議
決
権
行
使
書
で
の
出
席
に

よ
る
総
会
と
し
、
本
部
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　

総
会
の
結
果
は
、
出
席
者
４
６
７
名
（
当

日
出
席
者
５
名
・
議
決
権
行
使
書
出
席
４
６

２
名
）。
定
款
変
更
の
た
め
の
総
正
会
員

（
6
8
7
名
）
の
３
分
の
２
以
上
の
出
席
に
よ

り
、
第
２
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
で
、

可
決
承
認
さ
れ
た
。
第
１
号
議
案
は
、
議
案

の
記
載
に
間
違
い
が
あ
り
、
議
事
は
行
わ
ず

継
続
審
議
と
し
、
６
月
２１
日
に
継
続
会
を
開

き
、
改
め
て
審
議
す
る
こ
と
と
し
た
。
６
月

２１
日
の
継
続
会
は
、
出
席
者
４
２
７
名
（
当

日
出
席
者
４
名
、
議
決
権
行
使
書
出
席
４
２

３
名
）。
第
１
号
議
案
は
、
可
決
承
認
さ
れ
た
。

継
続
会
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
１０
回

定
時
会
員
総
会
は
、
終
了
し
た
。

　

５
月
２３
日
の
午
後
、
支
部
長
、
理
事
・
監
事
、

他
２
名
計
３４
名
の
出
席
で
Z
O
O
M
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
で
支
部
長
会
を
開
い
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
対
面
で
は
出
来
な
い
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
使
う
こ
と
で
、
全
国
の
支
部
長
と
会
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

２
０
２
２
年
の
総
会
は
、
岡
山
市
で
開
催

予
定
。
岡
山
支
部
で
準
備
を
始
め
ら
れ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
も
収
ま

り
、
総
会
、
懇
親
会
な
ど
一
堂
に
会
し
て
開

催
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

総
会
、
継
続
会
に
、
森
川
は
副
会
長
と
し

て
出
席
し
た
。

東京支部2020年度事業報告　
支部事業

東京支部2021年度事業計画　
支部事業

本部事業（主な事業・支部関連事業）

支部総会　於本部会議室
委員出席と議決権行使書をもって開催　
支部委員会　新役員・委員にて発足（10回開催）
支部国内奨学生募集　
支部国際奨学生募集
「ともしび」第68号発行　
支部国際奨学金支給
自由学園明日館見学
支部国内奨学金支給
「ともしび」第69号発行　投稿特集「私の先生」

　

4月11日

4月29日
7月28日

11月11日
1月23日
3月  8日

JAUW国内奨学生東京支部圏　募集・選考・候補者推薦
JAUW公開シンポジウム　於TIME SHARING 四谷B（オンライン併用）
JAUW国内奨学金贈呈記念スピーチの会（オンライン）に支部長メッセージ

支部総会議案を書面にて通知
支部総会　於本部会議室　
委員出席と議決権行使書をもって開催
支部委員会　新役員・委員にて2021年度発足（10回を予定）
講演会（オンライン)「AI社会」講師：進士多佳子会員
支部国内奨学生募集　
「ともしび」第70号発行　支部総会報告
2019年度JAUW国内奨学生報告会（オンライン）
「新型コロナ禍での勉学・研究と進路」
（共催：東京支部・国内奨学委員会・社会福祉委員会）
支部国際奨学金支給
懇親会
講演会「ミャンマー・マングローブ・気候変動」
講師：向後紀代美会員・向後元彦氏
支部国内奨学金支給
「ともしび」第71号発行　
投稿特集「男女平等後進国を脱するために」

4月  1日
4月18日

4月18日
6月19日

9月12日

7月
7月

10月

1月
3月

サークル
寄付活動

事
業
報
告
＆
事
業
計
画

副
支
部
長　

森
川
淳
子

第
10
回
定
時
会
員
総
会
に
つ
い
て

6月～9月

5月24日

1月24日
10月18日

2021年 東京支部総会（書面審議）報告 書紀　坂上栄美子・田中紀子
開　　催　　日　2021年4月18日(日)　13：00～14：00
会　　　　　場　JAUW本部会議室
会 場 出 席 者　支部委員13名
形　　　　　式　議決権行使書書面審議による
１ 総会成立確認　2021年4月18日13時現在、議決権行使書提出者有効数107名（提出者107名 無効数0名）。
　　　　　　　　東京支部規約第10条第2項に基づき、東京支部会員193名の5分の1（38名）以上の出席により総　　
　　　　　　　   会（書面審議）が成立することを確認した。
２ 議  長  選  出   東京支部規約第11条に基づき、長谷川瑞穂支部長が議長を務めた。
３ 議　　　　事
　　審 議 事 項  第1号議案：2020年度東京支部事業報告　　　　　
　　　　　　　  第2号議案：2020年度東京支部正味財産増減計算書内訳表・会計監査報告
　　　　　　　  第3号議案：2021年度東京支部事業計画（案）
　　　　　　　  第4号議案：2021年度東京支部予算書（案）正味財産増減計算書内訳表　　　
　　　　　　　  第5号議案：2021年度東京支部新役員の選任
　　　　　　　　　　　　　新役員候補者　会計：中山正子
４ 結　　　  果　書面審議の結果、第1号議案～第5号議案すべての議案について、原案通り出席者（議決権行使　　
　　　　　　　   書提出者）全員107名が承認した。
　新型コロナの流行により今年も書面審議による総会となりました。総会当日は本部に支部委員が出席し、議決権行使
書による総会を開催しました。会員の皆様のご協力に感謝し、ご報告いたします。

ＨＰリニューアルにともない支部ＨＰ構成一新

JAUW第9回定時会員総会　於本部会議室　
一部役員出席と議決権行使書をもって開催

　11月頃水墨画教室
中野区視覚障害福祉協会へ使用済み切手送付

10月

〈 2 〉2021 年 7月20 日 第 70 号と   も   し   び



(単位：円）

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６科　目
セミナー
調査研究 奨学金・奨励金 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

90,000

200,000

290,000

4,880

192,500

440

40,000

5,000

5,000

247,820

42,180

81,000

200,000

1,082,000

20

1,363,020

28,000

61,754

4,570

1,095

40,000

5,000

5,000

145,419

1,217,601

171,000

400,000

1,082,000

20

1,653,020

28,000

66,634

4,570

192,500

1,535

80,000

10,000

10,000

393,239

1,259,781

1,259,781

1,867,087

3,126,868

3,126,868

171,000

400,000

1,082,000

30

1,653,030

28,000

71,613

4,570

192,500

280,000

15,127

160,000

20,000

20,000

791,810

861,220

861,220

2,997,260

3,858,480

3,858,480

163口  入会金8口

200口

サークル他

②以外の消耗品費

「ともしび」６８号６９号

海外送金手数料他

10

10

4,979

200,000

220

40,000

5,000

5,000

255,199

△ 255,189

80,000

13,372

40,000

5,000

5,000

143,372

△ 143,372

現金 預金額 会計

実施事業等会計 菊地 　康子

会計監査 佐々木澄子　印その他会計 早川　 恵子

会計監査 鈴川　佳子　印

21,143 3,105725三菱ＵＦＪ銀行

間違いのないことを証明いたします。

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており

2021年3月27日　

銀行名

0 三菱ＵＦＪ銀行 731,612

2020年度　東京支部  正味財産増減計算書内訳表　(2020年4月1日～2021年3月31日)

実施事業等会計 その他会計

支部計

(単位：円）
その他会計

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６ 備　　　考
セミナー
調査研究 奨学金・奨励金 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

20

20

10,000

5,000
2,000

200,000

1,000

40,000
5,000
5,000

268,000
△ 267,980

20

20

10,000

7,000
2,000

280,000

2,000

80,000
10,000
10,000

401,000
△ 400,980

△ 400,980
731,612
330,632
330,632

102,000
190,000

3,000
295,000

5,000
5,000

200,000

2,000

40,000
5,000
5,000

262,000
33,000

100,000
190,000

320,000

10,000
20

5,000
625,020

300,000
42,000
75,000
55,000
20,000

5,000
3,000

40,000
5,000
5,000

550,000
75,020

202,000
380,000

320,000

10,000
20

8,000
920,020

300,000
42,000
75,000
60,000
25,000

200,000

5,000
5,000

80,000
10,000
10,000

812,000
108,020

108,020
3,126,868
3,234,888
3,234,888

202,000
380,000

320,000

10,000
40

8,000
920,040

310,000
42,000
75,000
67,000
27,000

200,000

280,000

5,000
7,000

160,000
20,000
20,000

1,213,000
△ 292,960

△ 292,960
3,858,480
3,565,520
3,565,520

198口　入会金4口

190口

懇親会

サークル他

懇親会他

講師お車代を含む

②以外の消耗品費

「ともしび」２回発行

実施事業等会計

支部計

2021年度　東京支部  予算書（正味財産増減計算書内訳表）　(2021年4月1日～2022年3月31日）

2,000

80,000

1,000

40,000
5,000
5,000

133,000
△ 133,000

資金残高（2020年3月31日現在）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

　(１)経常収益

　本部会計からの繰入金収入（交付金）

　支部活動費

　事業収益

   　シンポジウム・講演会・講座事業収益

　   支部総会事業収益

     その他の行事参加費

  受託事業

　補助金収益

　受取寄付金

　受取利息

　その他収益

 経常収益計(A)

　(２)経常費用

 事業費

　　会議費

 　 会場費

 　 旅費交通費

 　 通信運搬費

 　 消耗品費①

 　 印刷製本費

 　 諸謝金

　  研修費

 　 支払負担金

 　 支払助成金

  　支払寄付金

　  支払奨学金

    諸会費

 　 図書･資料費

 　 雑費

 事務所費

　  給与手当

　  光熱水料費

 　 消耗品費②

 経常費用計(B)

 当期経常増減額(A-B)

 ２．経常外増減の部

 当期一般正味財産増減額(C)=(A-B)

 一般正味財産期首残高(D)

 一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅲ　正味財産期末残高(C+D)

10

10

4,979

280,000

13,592

80,000

10,000

10,000

398,571

△ 398,561

△ 398,561

1,130,173

731,612

731,612

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

　(１)経常収益

　本部会計からの繰入金収入（交付金）

　支部活動費

　事業収益

   　シンポジウム・講演会・講座事業収益

　   支部総会事業収益

     その他の行事参加費

  受託事業

　補助金収益

　受取寄付金

　受取利息

　その他収益

 経常収益計(A)

　(２)経常費用

 事業費

　　会議費

 　 会場費

 　 旅費交通費

 　 通信運搬費

 　 消耗品費①

 　 印刷製本費

 　 諸謝金

　  研修費

 　 支払負担金

 　 支払助成金

  　支払寄付金

　  支払奨学金

    諸会費

 　 図書･資料費

 　 雑費

 事務所費

　  給与手当

　  光熱水料費

　　消耗品費②

 経常費用計(B)

 当期経常増減額(A-B)

 ２．経常外増減の部

 当期一般正味財産増減額(C)=(A-B)

 一般正味財産期首残高(D)

 一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅲ　正味財産期末残高(C+D)

科　目

備　　　考
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昨
年
に
引
き
続
き
本
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に

定
時
会
員
総
会
を
対
面
で
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
、5
月
23
日
午
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
支
部
長
会

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。理
事
、監
事
、24
支
部
中
19
支
部

の
支
部
長
等
34
名
の
出
席
で
、有
意
義
な
会
が
持
て
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
会
長
の
挨
拶
で
は
、大
学
女
性
協
会
の
変
遷
、

本
会
の
財
務
状
況
の
説
明
が
あ
り
、最
後
に
今
後
の
事

業
継
続
の
た
め
の
80
周
年
記
念
募
金
パ
ト
リ
シ
ア
の

お
願
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、今
回
は
各
支
部

長
、理
事
、監
事
の
趣
味
を
述
べ
、各
人
の
人
間
的
な
側

面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。組
織
の
運
営
に
は

お
互
い
の
人
間
性
を
知
り
、信
頼
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
が
、趣
味
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、今
後
の
交
流

に
役
立
つ
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

次
に
、理

事
、監
事
に
よ
る
担
当
業
務
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。理
事
、監
事
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、事
前

に
13
資
料
を
メ
ー
ル
配
信
し
、資
料
に
基
づ
い
て
説
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。本
部
、支
部
が
一
体
化
し
て
大
学

女
性
協
会
が
発
展
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
が
、お
役

に
立
て
た
ら
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
質
疑
応
答
が
あ
り
、3
支
部
長
よ
り
の
質
問

に
本
部
の
担
当
理
事
が
回
答
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
期
待
さ
れ
、定

時
会
員
総
会
、支
部
長
会
議
と
も
、対
面
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。来
年
は
岡
山
で

定
時
会
員
総
会
、支
部
長
会
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。岡
山
支
部
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

支
部
長
会
議
、オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↑5月12日の練習会

←6月19日の講演会
ディスカッションの様子
（画面の一部）

ご
自
宅
に
い
な
が
ら
集
ま
り
に
参
加
で
き
る
の
は
便
利
で
す
。

　

J
A
U
W
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
講
演
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。東
京
支
部

で
は
、6
月
開
催
の
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
に
先
立
ち
、練
習
会
を
４
回
開

催
。参
加
者
は
延
べ
46
名
。経
験
は
あ
る
け
れ
ど
ま
だ
不
安
な
方
、新
し
い
こ
と
に

挑
戦
し
た
く
て
、と
い
う
初
め
て
の
方
、ま
た
遠
く
各
地
の
支
部
か
ら
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。無
事
に
入
室
・
参
加
で
き
た
ら
、簡
単
な
自
己
紹
介
。そ
し
て
、画

面
表
示
の
切
り
替
え
、チ
ャ
ッ
ト
の
書
き
方
、名
前
の
変
更
、背
景
を
変
え
る
、な
ど

皆
で
繰
り
返
し
練
習
。そ
の
う
ち
に
、お
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り

の
場
に
変
貌
。こ
れ
か
ら
も
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
一
緒
に
練
習
を
。

「ZOOM」 アプリのインストール方法

今後のオンライン練習会

　　パソコン、タブレット、スマホ、お好きなもので
「ZOOMダウンロードセンター」にアクセス
https://zoom.us/download

東
京
支
部
の「
オ
ン
ラ
イ
ン
練
習
会
」

　　そこの「ダウンロード」という文字をクリック。
数秒～数十秒でアプリがダウンロードされます。
→そのアプリをクリックするとインストールが始まります。
インストールが終わると画面にZOOMマークが出て完了！

　　会議時は事前にメールで「ZOOMミーティング招待」アドレス
が届きます。それをクリックすると会議に参加できます。

 
 

  

お申し込み、お問い合わせ：
中山正子 (東京支部講座・見学担当 )
Email：jauw.tokyo@gmail.com
電話：045-541-2481　携帯：090- 6514 - 8135

8 月 ４日  （水）11 時 ~ 12 時

8 月20日（金）20 時 ~ 21 時
9月以降も開催予定です。お問い合わせください。

どうぞお気軽にご参加ください！

支
部
担
当
理
事　

長
谷
川
瑞
穂
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　COVID-19で多くの行事が中止となる中、東京支部では4回
のZoom練習会を経て、6月19日（土）午後にオンライン講演会
を開催。東京支部23名、他支部20名、一般4名を迎え、総参加
者47名。活気のある楽しい支部交流にもなった。
　講演は「知能を創る」イメージは古代からあり、キプロス島の
ピュグマリオンが理想の女性ガラテイアの彫像を創り、それに
恋してアフロディーテに息を吹き込んでもらい妻にするという
ギリシア神話から始まった。17世紀以降、計算機械の模索、2
進法の考案、自動計算機と記号との融合、20世紀にはプログラ
ム内蔵のコンピュータができ、21世紀はさらに発達。ついに人
間の脳にチップを埋め込む未知の世界へと私たちを導く。
―――――
講演本編（スライドで解説）
●「人工の知能」という発想はいつからあったのか？
● どんな人物が何を目指してどのように研究してきたか？
● 現在はどこまで進み、将来はどうなりそうか？
　～「良いA I」と「悪いA I」とは？
● A Iに関する倫理的議論、主張にはどんなものがあるか？
　（事前配布資料「AI略史インフォグラフィック」）
――――――
また、進士さん自身の研究にも触れた。インターネットの定着
で便利になる中、昭和やそれ以前の一般のアナログ情報を取り
残さないことが重要。生活や文化体験について家族の会話から
記録、継承するシステムを開発中である。

〔ディスカッション〕講師から3つの話題提案
①「おばあさん仮説」（生殖時期を超え長く生きるのは人間だけ。そ
こには後進のケアという役割があるという説）について② 残すべき
アナログの情報とは？　③ JAUWだからこそできることは？

参加者の意見
・幼い子と老人は一緒に暮らすことで知恵を出し合い、時間の
過ごし方もよく似ている。
・AI利用の兵器（キラーロボット）反対が世界で61％、つまりA 
I兵器に賛成の人がいるようだが、AIは絶対に平和的に使われ
なくてはいけない。
・アナログ保存は昔を知る上で大切。当時の物を実際に見たい。
金沢は震災に会わなかったので古いものが残っている家が
多い。女性のことが古文書に載っていないので調べたい。
・講演はとても楽しかった。AIも、人在りきだなと感心。人との
付き合いも、自分たちの文化・伝統の伝達も大事。人の経験に
尊敬を抱きながらAIも学びたい。これこそJAUWのできる生
涯学習である。
・仮に倫理なり原理そのものが悪しくなければ、今は人間が退
化しているようなところがあるので、今の人間を引っ張るリー
ダーシップを発揮させるAIを望む。
・茨城支部では「おばあちゃんの子育て」を行っているが、東京
支部とコラボして何かできることがありそう。
・AIの歴史に登場する多くが男性。JAUWでも性を超えて果た
す例があるのでは、そんな中に未来があるのではないか？
（講師より、数学者の新井紀子氏、IBMフェローの浅川智恵子
氏の名前が挙がる）
・哲学者のガブリエルはテクノロジーへの警告とともに、「子ど
もの時から倫理を学ぶべきだ」と言っているが、ここにも

　　　 講師　進士 多佳子　　　 しんじ たかこAI社会 
JAUWの必要性がある。リベラルアーツも推奨していきたい。
・英語の授業で「A I先生」というシステムを採用した。しかし生
徒の質問の英語が聞き取れないことがある。（講師より、「自
然言語処理の発達は目覚ましく、近いうちに完成度が増すと
思う。一方、国に関わらず人間自身の言語能力の低下を指摘す
る研究者もいる」）
・過去の「その時代に当たり前」だったことは伝わらない。そこ
にこそ現在の人々にとって価値のあるものがあるのではない
か。たとえば、女性が盛んにお喋りした井戸端会議。これから
それをいっそう意識して残してほしい。（男性参加者より）

　最後に進士さんは、「支部を超えてお話ができて良かった。
JAUWの情報交流がより外へも進んでいってほしいと思いま
す」と結んだ。また参加者に、浅川智恵子さんの「誰1人取り残さ
ない社会の実現に」ほか動画情報を配信した。▼終了後に寄せ
られた声からいくつかを以下に紹介する。

・ある種、感無量の内容で楽しかった。現役時代の私の専門は
計算機科学、情報処理、数理論理学、人工知能などコンピュー
タを取り巻くテーマを扱っていた。歴史の講義ができるほど
AIが進んできたことに隔世の感。科学と倫理については古く
て新しい問題で、とても一つの結論がでるものではないが、
そんな話を聞けたのが今日の成果だった。
・AIの話は難しいだろうと敬遠してきたが、分かりやすく興味
深く聞けた。知らない世界への一歩となり次の機会が楽しみ。
・AIと人間の感性をどのように折り合いをつけていけばよい
のかが課題。介護や労働への利用は歓迎だが軍事利用の恐ろ
しさも感じる。（一般の方から）
・沢山の資料に基づいて、素人の私たちでもついていける説明
のおかげで、確実に正確な知識が得られたように思う。何よ
りも、今の時代を生きる私たちが、AIに対する関心、知識を持
ち、利点ならびに問題点も認識する重要性が伝わってきた。

◆また、長崎支部の梅田会員は元プログラマーでシステムエン
ジニア。視覚障害者の方のボランティア「長崎県音訳の会」の声
の情報誌「こだま」2月号で浅川智恵子さん開発の「AIスーツ
ケース」を紹介されている。（進士さんは以前に梅田さんから浅川さ
んの存在を聞き、深く賛同したのだそうです）

記録：鷲崎千春

JAUWの皆さまへ： 「良いAI」のある社会に向けて
「A I社会」は加速し、すでに私たちはユーザーになっています。
何よりも福祉や医療においては今後への期待が高まります。し
かし専門家でない限り、テクノロジーの進歩に対して理解がつ
いていけなくなっているのが現実です。1人でも多くごく基礎的
な流れを共有して、これからあってほしい「良いA I」、そして、「止
めるべきA I」について話し合い、声を社会に出していくことが
大切だと考えています。▶資料は随時ご提供できますので、そ
の際は東京支部・進士までご連絡ください。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　進士多佳子

※書籍編集、科学史および情報工学研究。日本大学大学院生産工学研究
科数理情報工学専攻博士課程後期・古市ラボ所属、知恵の継承研究所、
JAUW東京支部委員デジタル担当

東京支部 オンライン講演会 エピソード入り画像で見る

アイディアの歴史とこれから
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私
は
前
大
学
を
卒
業
後
、国
際
航
空
貨

物
運
輸
会
社
に
新
卒
で
入
社
し
、カ
ス
タ

マ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
部
署
で
電
話
対
応
に
2

年
ほ
ど
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。そ
の
業
務

に
お
い
て
、日
々
電
話
先
で
日
本
語
を
話
す

外
国
人
の
お
客
様
と
多
く
接
す
る
機
会
が

あ
り
、そ
こ
か
ら
生
じ
る
言
語
文
化
の
摩
擦

に
悩
む
経
験
を
し
た
こ
と
か
ら
、日
本
語
教

育
に
興
味
・関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
前
大
学
在
学
時
で
は
専
攻
と
し

て
い
な
か
っ
た
日
本
語
教
育
学
を
学
ん
で

み
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
3
年
次
編
入
学

に
至
り
ま
し
た
。

　

編
入
学
後
、主
専
攻
で
中
国
語
学
や
中
国

文
化
、副
専
攻
で
日
本
語
教
育
学
に
お
け
る

日
本
語
文
法
、社
会
言
語
学
等
を
関
連
し
て

学
び
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
主
専
攻
と
副
専

攻
と
2
つ
の
分
野
を
学
べ
た
こ
と
が
私
に

好
機
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
多
く
の
研
究
に
触
れ
、新
た
な
視
点
を

得
る
た
び
に
、自
分
が
就
労
時
に
抱
え
て
い

た
無
知
に
よ
る
偏
見
や
思
い
こ
み
と
い
う
、

い
わ
ば
視
界
に
お
け
る〝
霧
〞が
、た
ち
ま
ち

薄
く
な
っ
て
い
く
の
が
感
じ
ら
れ
た
の
で

す
。知
識
や
研
究
成
果
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

自
分
の
凝
り
固
ま
っ
た
外
国
の
言
語
文
化

に
対
す
る
ま
な
ざ
し
が
、和
ら
い
で
い
く
感

覚
が
あ
り
ま
し
た
。

　

卒
業
研
究
は
「
中
国
人
話
者
同
士
の
会

話
に
お
け
る
発
話
の
重
な
り
」を
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
、中
国
語
話
者
同
士
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
会
話
か
ら
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
に
発

話
の
重
な
り
が
ど
の
よ
う
に
生
じ
、そ
の
発

話
の
重
な
り
が
、彼
ら
の
会
話
に
お
い
て
意

味
す
る
も
の
を
考
察
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、卒
業
研
究
は
自
宅
で
1

人
で
黙
々
と
行
っ
て
お
り
息
の
詰
ま
る
苦
し

さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
よ
う
な
環
境
で

も
や
り
ぬ
け
た
の
は
、ひ
と
え
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が

自
分
の
原
動
力
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院

人
間
創
成
科
学
研
究
科
比
較
社
会
文
化
学

専
攻
日
本
語
教
育
コ
ー
ス
に
進
学
し
、多
様

な
文
化
を
持
つ
人
々
の
共
生
を
実
現
す
る
た

め
に
、言
語
教
育
の
研
究
を
進
め
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ

ル
時
代
に
お
け
る
、新
た
な
言
語
教
育
の
か

た
ち
を
提
案
で
き
る
よ
う
な
研
究
者
を
目

指
し
日
々
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、日
々
研
鑽
を
積
む
だ
け
で
な
く
社

会
に
貢
献
す
る
研
究
成
果
を
出
せ
る
よ
う
、

覚
悟
を
持
ち
日
々
一
所
懸
命
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、大
学
女
性
協
会
東

京
支
部
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。今
後
と
も
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度  

東
京
支
部
国
内
奨
学
生（
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
）レ
ポ
ー
ト

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部

言
語
文
化
学
科
中
国
語
圏
文
化
コ
ー
ス
卒
業　

中
家
晶
瑛

　

私
と
中
村
道
子
先
生
と
の
出
会
い
は
日

本
で
行
わ
れ
た
第
25
回
I
F
U
W
世
界
大

会
の
折
ご
一
緒
に
働
い
た
時
で
す
。私
は
元

会
長
の
今
井
け
い
先
生
と
一
緒
に
開
会
式
、

閉
会
式
の
準
備
に
携
わ
り
、そ
の
担
当
ト
ッ

プ
に
い
ら
し
た
の
が
道
子
先
生
で
し
た
。若

い
私
（
そ
の
頃
は
）に
と
っ
て
は
雲
の
上
の

人
な
の
に
何
を
質
問
し
て
も
い
つ
も
穏
や

か
な
笑
顔
で
優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
を
、昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し

ま
す
。

　

特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
美
し
い

英
語
の
発
音
で
す
。I
F
U
W
で
委
員
を
歴

任
な
さ
っ
て
い
ら
し
た
こ
と
か
ら
そ
れ
は

納
得
が
い
き
ま
す
。

　

先
生
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
の
で

ご
披
露
い
た
し
ま
す
。世
界
大
会
は
横
浜
で

行
わ
れ
た
の
で
す
が
、準
備
の
た
め
1
年
以

上
前
か
ら
各
担
当
に
分
か
れ
て
動
き
始
め

て
い
ま
し
た
。前
の
年
の
夏
に
私
が
自
分
の

不
注
意
か
ら
足
を
骨
折
し
て
し
ま
い
、大
事

な
準
備
委
員
会
に
欠
席
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
今
井
先
生
も
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中

だ
っ
た
の
で
、恐
る
恐
る
道
子
先
生
に
お
電

話
し
て
事
情
を
話
し
た
と
こ
ろ
「
国
際
会

議
は
来
年
な
の
よ
！
あ
と
1
年
も
あ
る

わ
！
ち
ゃ
ん
と
治
し
て
来
年
沢
山
働
い
て

も
ら
う
か
ら
安
心
な
さ
い
！
怪
我
が
今
年

で
よ
か
っ
た
わ
ね
！
」と
あ
の
笑
顔
で
仰
る

様
子
が
電
話
の
向
こ
う
か
ら
伝
わ
り
、緊
張

し
て
い
た
私
を
ウ
イ
ッ
ト
で
和
ら
げ
て
く

だ
さ
り
思
わ
ず
涙
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

え
ら
い
方
と
思
っ
て
い
た
の
が
話
し
や
す

い
方
に
代
わ
り
ま
し
た
。先
生
は
大
輪
の
向

日
葵
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

中
村
道
子
先
生
を
偲
ん
で藤

谷
文
子

事
業
担
当
理
事
　

左より 中村道子さん、山本和代さん、今井けいさん、筆者、横橋貴子さん
1995年 IFUW国際会議 Farewell Party にて

な
か
い
え
　

し
ょ
う
え
い
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　皆さま初めまして。私はこの度、東京支部委員をお受け
した安東桂子です。自己紹介を兼ねて一文をということでし
たので、常に我が人生と共にあった映画を中心にお話しさ
せていただきます。
　洋画好きの父と邦画好きの母に育てられ、幼い頃から映
画には親しんできましたが、我が人生を変える一作と出
会ったのは、ピッカ！ピッカ！の高校一年生の時でした。
　それが、「ウエストサイド・ストーリー」。当時、一世を風靡
していたこの映画を、初めて、友人と二人だけで見に行きま
した。もう、最初の数分で画面のとりこ。見終わったときに
は、我が全細胞が覚醒したような、不思議な高揚感に包ま
れていました。
　以来、家族よりは友人、勉強よりは映画（本来、真面目な
ので、これには葛藤もありましたが）の高校生活となりまし
た。限られたお小遣いですから映画は２本立ての２流館限
定。当時５円だった官製はがきを買い求め、試写会に応募し
まくる毎日でしたが、幸い、この投資は、かなり効率の良い
ものでした。
　大学は、「女の人の職業としては先生がイイ」という母の
勧めに従い教育系に。しかし、直行したのは映画研究会。こ
こで素晴らしい仲間に出会い、今にして思えば青臭い？16
ミリ映画創りに、青春の４年間を捧げました。
　いよいよ卒業を目前にして就活開始。新聞の求人欄で見
つけた小さな広告会社に、企画営業枠で入社。ここでディレ

クターに薦められ、コピーライターの道へ。さるパーティで
亡夫と出会い、共に映画研究会出身ということで話が弾み、
１年後に結婚。夫亡きあとは、彼が創設した映像制作会社
を引き継ぎ、主に、外国映画に日本語字幕を付ける仕事を
行ってきました。社長業は私が最もやりたくない職業の一
つ。好きなコピーライターをやめるのは辛かったのですが、
映画業界に身を置くことは喜びでした。
　昨年の６月、年齢もあり、後継者問題もありで、私の持ち
株を業界大手に譲渡し、晴れて自由の身となりました。幸い、
この２０年で会社の規模は３倍となり業績も良かったので、
数社からオファーを受けましたが、この会社の社長が、偶
然、映画研究会出身者。その映画愛に共感し、この人になら
会社を託してもいいと思った次第です。
　思えば、映画、そして人との出会いに導かれて、私は今こ
こに居ます。近年で最も印象的だった、元会長の中村久瑠
美さんとの出会い。共に無類の旅行好き、美術好き、映画好
きでフィーリングが合
い、楽しくお付き合い
させていただく中でこ
の会を知りました。
皆さまとの出会いが、
会にとっても私にとっ
ても実り多きものとな
りますよう努めます。

安東桂子「映画愛」に導かれて

宛先（中山正子）
●Fax/Tel:045-541-2481
●Email : jauw.tokyo@gmail.com　

氏名とご連絡先をご記入の上、Fax、Eメールで
お申し込みください。お電話でも構いません。

 

「
映
画
ク
ラ
ブ
」
は
、
共
に
映
画
を
見
て
語

り
合
う
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

若
い
頃
は
よ
く
映
画
を
見
た
け
れ
ど
、
こ
の

頃
は
あ
ま
り…

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
？ 

そ
ん
な
方
に
こ
そ
お
す
す
め
な
の
が
、こ
の「
映

画
ク
ラ
ブ
」
。
誘
い
あ
っ
て
映
画
館
に
繰
り

出
し
、
そ
の
感
動
を
気
ま
ま
な
〝
映
画
談
義

〞
で
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。
佳
い
映
画
に

ふ
れ
て
い
る
、
そ
の
時
間
は
き
っ
と
、
あ
な

た
の
日
常
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
、
万
能

の
ス
パ
イ
ス
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
主
な
活
動
内
容

　

ク
ラ
ブ
選
定
の
映
画
を
ご
一
緒
に
見
た
あ

と
、
そ
の
映
画
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

映
画
の
選
定
は
主
催
者
が
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
希
望
も
反
映
さ
れ
ま

す
。
当
面
は
、
名
画
の
殿
堂
と
し
て
評
価
が

高
い
岩
波
ホ
ー
ル
や
ル
・
シ
ネ
マ
（
文
化

村
）
の
映
画
を
中
心
に
す
る
予
定
で
す
。
将

来
は
、
ミ
ニ
講
演
会
等
も
企
画
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
会
員
資
格
と
年
会
費

　

東
京
支
部
会
員
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入
会
い

た
だ
け
ま
す
。
他
支
部
で
も
出
席
可
能
な
方
な

ら
Ｏ
Ｋ
で
す
。
各
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
会
員
の
紹

介
が
あ
れ
ば
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

当
面
は
年
会
費
無
料
で
す
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
連
絡
費
と
し
て
年
額
一
〇
〇
〇
円

程
い
た
だ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
映
画
の
チ

ケ
ッ
ト
代
、
お
茶
も
し
く
は
お
食
事
代
が
、そ

の
都
度
必
要
で
す
。

　

映
画
が
お
好
き
な
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

東
京
支
部
の
新
サ
ー
ク
ル

「
映
画
ク
ラ
ブ
」
へ
の
お
誘
い

＜ 映画クラブ　お申し込み方法＞
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発
起
人　

 

安
東
桂
子
、
河
井
尚
子
、
中
山
正
子　

テーマ 男女平等後進国を
脱するために

文字数： 800字以内 　　
締め切り： 2021年12月25日
掲載： 『ともしび 71号』
応募方法： メール添付または郵送　

世界経済フォーラムによる「男女平等ランキング2021」において、日本は何と120位。
G7ダントツ最下位の現実を恥ずかしいと思わない女性はいないでしょう。
よりよい日本をつくるために何ができるかという視点で、
みなさまの投稿をお待ちしています。共に考え、進むために‼

投稿募集

Email: jauw.tokyo@gmail.com

郵　　 送： 東京支部住所まで
記載事項： 所属支部、お名前、住所
　　　　  連絡先（固定電話/携帯電話）



2021年度は東京支部国際奨学生の募集はありません。

ミャンマー・
　マングローブ・
　　　　気候変動

（１1月頃)　

向後紀代美氏 ・ 向後元彦氏
（東京支部会員）

講師：

講演会

支
部
長 

長
谷
川
瑞
穂

副
支
部
長 
森
川
淳
子

書
記 

坂
上
栄
美
子 

田
中
紀
子

会
計 

菊
地
康
子 

中
山
正
子（
新
）　　

支
部
委
員 
安
東
桂
子（
新
） 

太
田
惠
子

　
　
　
　
　
河
井
尚
子 

木
村
和
子

　
　
　
　
　
嶋
田
美
惠
子 

進
士
多
佳
子

　
　
　
　
　
野
瀬
久
美
子 

藤
村
久
美
子

監
査　
　
　
佐
々
木
澄
子 

鈴
川
佳
子

２
０
2
1
年
度  

東
京
支
部
委
員
会

中
村
道
子 

様 
八
木
江
里 

様 

　

竹
中
は
る
子 
様 

 　
　
２
０
２
１
年
２
月
1６
日　
ご
逝
去

　　
　
２
０
２
１
年
３
月
４
日　
ご
逝
去

 　
　
２
０
２
１
年
４
月
２７
日　
ご
逝
去

 
一般社団法人大学女性協会 

東京支部国内奨学生（通称チャレンジ奨学生） 2021年度募集要項

Ⅰ 応募資格
２年以上の就労（アルバイトを除く）の後、文部科学省の認可する東京都・沖縄県・
神奈川県・埼玉県・千葉県・山梨県に本部を置く大学の３年次に在学する女子学生。
卒業時まで同大学に在学することを条件とする。就労以前の学歴は問わない。

Ⅱ 支給額および募集人数
奨学金20万円を１名に１回支給する。返還は求めない。

Ⅲ 応募提出書類
⑴ 履歴書・自己紹介書
⒈ 所定の様式による
⒉ 写真貼付
⒊ 履修科目は主な専門科目1科目であること
⒋ 履修科目の指導教員の職名・署名を必要とする

⑵ 作文
所定の様式によりＡ４用紙1枚に1000字以内
テーマ「どのような就労経験を経て、現在の勉学を必要と考えたか。その勉学
を今後どう生かしたいかについて」

⑶ 大学の在学証明書
備考⑴ ⑵は、ホームページからダウンロードし、印字可。

Ⅳ 応募方法および締切り
応募者は応募書類を在学大学へ提出する。大学は一括して2021年10月21日（木）
（必着）までに大学女性協会東京支部に提出する。　　
Ⅴ 選考結果通知：本人および大学学長に11月末までに通知する。
Ⅵ 支給：1月予定。別途連絡する。
Ⅶ 奨学生の義務
卒業後２カ月以内に「勉学の概要と現況」（800～1000字）を大学女性協会東京
支部に提出すること。提出のない場合は、奨学金の返還を求めることがある。
「勉学の概要と現況」は、支部会報「ともしび」に掲載する。同封会報「ともしび」
参照のこと。

サ
ー
ク
ル
案
内

　
　

場
所　
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
事
務
所 

会
議
室

講
師　
日
髙
絹
子（
絹
紅
）会
員

（
編
集
担
当  

嶋
田
、進
士
＆
安
東
）

住
所
等
の
変
更
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会
費
未
納
の
方
は
お
早
目
に
お
願
い
し

ま
す
。

91
歳
以
上
の
会
員
の
会
費
は
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。支
部
長
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

中
野
区
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
支
援
の

た
め
使
用
済
み
切
手
を
事
務
所
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
は
経
験
豊
か
な
頼
も
し
い
新

編
集
委
員
を
迎
え
、ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
の

中
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
て
の
活
動
に

も
新
し
い
参
加
者
を
得
て
変
化
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
伝
え
よ
う
、学
ぼ
う
の
積
極
的
な
協

力
の
中「
と
も
し
び
７０
号
」も
無
事
に
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。い
つ
も
皆
様
か
ら
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

支
部
か
ら
の
連
絡

《
編
集
後
記
》

２
０
2
1
年
度  

東
京
支
部
新
入
会
員

安
東
桂
子

石
川
麻
乃

前
村
治
代

（
東
京
学
芸
大
学
）

（
北
海
道
大
学・北
海
道
大
学
大
学
院
）

（
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
）

＊
敬
称
略  

＊
50
音
順
、括
弧
内
は
出
身
校

＊
50
音
順
＊
記
載
後
に
括
弧
の
記
載
が
な
い
委
員
は
再
任

一般社団法人大学女性協会東京支部　支部長　長谷川瑞穂
Email：jauw@jauw.org   　URL：https：//www.jauw.org

問合せ先 : 

一般社団法人大学女性協会東京支部は、企業、官公庁などでの就労経験の後、
現在大学で勉学中の意欲ある女性に、その勉学を支援することを目的として奨
学金を支給する。卒業後は再び就業し、自らのステップアップのみならず広く社
会に貢献することを条件とする。

◉ 

水
墨
画
教
室

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

詳細が決まりましたら、お知らせします。
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第
二
金
曜
日　

　
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

連
絡
先　
森
川
淳
子

準
備
い
た
だ
く
画
材
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
前
に
ご
案
内
し
ま
す
。

連絡先
Email: jauw.tokyo@gmail.com

イベントのお知らせ
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１３:00～１5:00

オンラインによる

新型コロナ禍での
勉学・研究と進路
　　～2019年度国内奨学生の視点から～

2019年度JAUW国内奨学生報告会
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